
（3） 令和 8年（2026 年）9月 30日（水曜日） （第３種郵便物認可）　　（毎週水曜日発行）

環
境
総
合

「
先
端
技
術
開
発
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
」設
立

�

京
大
と
島
津
、
堀
場
な
ど
６
社

非
常
災
害
廃
棄
物
の
処
理
円
滑
化

�

政
府 

政
令
改
正
を
閣
議
決
定

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
国
内
外
の
利
用
・
代
替
状
況
を
調
査
へ

�

環
境
省 

10
月
5
日
ま
で
提
案
書
を
受
け
付
け

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
分
解
技
術
を
総
括

�

再
利
用
や
短
鎖
物
質
の
課
題
な
ど

水
中
の
超
短
鎖
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
定
量

�

メ
ソ
ッ
ド
開
発
、直
接
注
入
で
分
析
７
分

レステック

神奈川大・
堀 教 授

開
示
組
織
が
倍
増
、56
カ
国
で
１
千
超

�
 

70
％
以
上
が
義
務
的
報
告
を
要
望

三
和
書
籍
（
２
０
２
５
／

12
／
10
発
売
予
定
）

業
界
で
キ
ャ
リ
ア
を
積
ん
で

い
た
中
村
社
長
が
同
社
に
入

社
し
た
の
は
こ
の
年
。
中
村

氏
は
当
時
を
こ
う
振
り
返
る
。

　
「
厳
し
い
状
況
の
中
で
、

自
社
に
工
場
と
機
械
が
あ
る

以
上
、
い
か
に
他
社
と
差
別

化
を
図
る
か
と
い
う
課
題
が

あ
っ
た
。
水
な
し
印
刷
の
導

入
こ
そ
が
、
新
た
な
価
値
提

供
の
武
器
に
な
る
と
父
は
判

断
し
た
」

環
境
価
値
を

「
標
準
仕
様
」
に

　

水
な
し
印
刷
の
導
入
以

降
、
同
社
は
森
林
保
全
に
貢

献
す
る
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
紙
の
採

用
、
ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
へ

の
切
り
替
え
、
工
場
の
グ

リ
ー
ン
電
力
化
と
、
環
境
対

応
の
歩
み
を
加
速
さ
せ
た
。

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
こ

れ
ら
の
環
境
配
慮
を
オ
プ

シ
ョ
ン
で
は
な
く
「
標
準
仕

様
」
と
し
て
提
供
し
て
い
る

点
。
中
村
氏
は
「
標
準
仕
様

と
い
う
言
葉
を
明
示
的
に

使
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
し
つ
つ
も
、
結
果
的

に
全
て
の
印
刷
工
程
で
環
境

対
応
を
実
現
す
る
仕
組
み
を

構
築
し
た
。

　

同
社
が
保
有
す
る
印
刷
機

は
２
台
。
大
手
企
業
が
数
十

台
の
設
備
を
抱
え
、
そ
の
全

て
を
環
境
対
応
型
に
転
換
す

る
こ
と
が
コ
ス
ト
面
で
困
難

で
あ
る
の
に
対
し
、
同
社
は

そ
の
小
規
模
さ
を
逆
手
に

取
っ
た
。
顧
客
は
同
社
に
発

注
す
る
だ
け
で
、
意
識
せ
ず

と
も
自
社
の
調
達
活
動
に
お

け
る
環
境
負
荷
を
低
減
で
き

る
。

　

さ
ら
に
、
10
年
か
ら
は
Ｊ

‐
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
活
用
し
た

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
も
開

始
。
19
年
に
は
水
な
し
印
刷

に
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
‐
Ｕ
Ｖ
（
紫
外

線
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
）
乾
燥

装
置
」
を
組
み
合
わ
せ
た
最

先
端
の
印
刷
機
を
導
入
し

た
。
こ
の
装
置
は
、
紫
外
線

を
照
射
し
瞬
時
に
イ
ン
キ
を

硬
化
さ
せ
る
技
術
で
、
乾
燥

待
ち
の
時
間
を
ゼ
ロ
に
し
、

短
納
期
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
だ

け
で
な
く
、
刷
り
直
し
の
ロ

ス
（
廃
棄
）
を
大
幅
に
削
減
。

品
質
向
上
と
環
境
負
荷
低
減

を
同
時
に
実
現
し
た
。

顧
客
の
「
想
い
」
を

形
や
価
値
に
変
え
る

　

現
在
、
同
社
は
単
な
る
印

刷
会
社
の
枠
を
越
え
、
顧
客

の
課
題
を
解
決
す
る
「
環
境

配
慮
型
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
企

業
」
へ
と
進
化
し
て
い
る
。

そ
の
象
徴
が
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
プ

リ
ン
ト
ラ
ボ
」
を
通
じ
た
情

報
発
信
と
、
積
極
的
な
ア
ッ

プ
サ
イ
ク
ル
の
提
案
だ
。

　

今
、
同
社
に
は
大
手
建
設

会
社
な
ど
か
ら
「
廃
棄
物
の

価
値
化
」
に
関
す
る
相
談
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。例
え
ば
、

建
設
現
場
で
発
生
す
る
廃
材

や
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
カ
ス
と

い
っ
た
残
渣
を
素
材
と
し
て

活
用
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

シ
ョ
ッ
パ
ー
（
袋
）
を
作
成

す
る
試
み
だ
。
こ
れ
は
、
顧

客
企
業
に
と
っ
て
自
社
の
廃

棄
物
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

ツ
ー
ル
へ
と
転
換
す
る
も
の

に
な
る
。

　
「
環
境
」
を
軸
に
、
素
材

選
定
か
ら
企
画
デ
ザ
イ
ン
、

学
の
研
究
者
・
技
術
職
員
と

企
業
の
研
究
者
・
技
術
者
が

継
続
的
に
交
流
し
、
研
究
現

場
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
を
共
有

す
る
こ
と
で
、新
た
な
研
究
・

分
析
技
術
や
装
置
の
開
発
に

つ
な
げ
る
。

　

最
先
端
技
術
の
創
出
や
装

置
開
発
、
分
析
技
術
の
高
度

化
な
ど
を
参
画
機
関
が
協
議

し
て
合
意
し
た
テ
ー
マ
か
ら

順
次
進
め
る
。
京
大
が
持
つ

先
端
的
な
研
究
設
備
も
活
用

し
、
新
た
な
機
器
・
技
術
や

利
用
ノ
ウ
ハ
ウ
の
実
証
に
も

取
り
組
む
ほ
か
、
高
度
な
機

器
運
用
を
担
う
技
術
人
材
の

育
成
、
人
材
交
流
な
ど
も
行

う
。
さ
ら
に
、新
た
な
企
業
・

機
関
の
参
画
も
得
な
が
ら
、

共
創
の
輪
を
広
げ
る
方
針
。

　

京
都
大
学
と
島
津
製
作

所
、
日
本
電
子
、
日
立
製
作

所
、
日
立
ハ
イ
テ
ク
、
堀
場

製
作
所
、
リ
ガ
ク
の
６
社
は

25
日
、
大
学
の
最
先
端
研
究

と
企
業
の
技
術
力
を
結
び
付

け
る
「
先
端
技
術
開
発
ア
ラ

イ
ア
ン
ス
」（
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｌ

Ｉ
Ｃ
Ｅ
、
カ
タ
リ
ス
）
を
設

立
し
た
。
科
学
と
技
術
の
共

創
に
よ
る
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
、
あ
ら
ゆ
る

研
究
の
ベ
ー
ス
に
な
る
分
析

技
術
・
機
器
な
ど
の
高
度
化

を
図
り
、
研
究
・
技
術
革
新

の
加
速
を
目
指
す
。

　

京
大
は
２
０
２
６
年
７
月

に
国
際
卓
越
研
究
大
学
の
認

定
を
受
け
、
研
究
設
備
（
コ

ア
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
）
の
機
能

強
化
を
進
め
て
い
る
。
カ
タ

リ
ス
は
そ
の
一
環
で
、研
究
・

分
析
装
置
メ
ー
カ
ー
や
受
託

分
析
企
業
な
ど
が
参
画
す
る

オ
ー
プ
ン
な
共
創
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
と
な
る
。

　

京
大
を
ハ
ブ
に
参
画
機
関

が
強
み
や
関
心
に
応
じ
て
連

携
す
る
。
従
来
の
個
別
の
共

同
研
究
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大

／
Ｍ
Ｓ
）
分
析
法
を
開
発
し

た
。
同
社
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
分
析

事
業
に
関
す
る
ア
プ
リ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ノ
ー
ト
と
し
て
公
表

し
た
。

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
環
境
中
に
広

く
存
在
す
る
一
方
、
Ｃ
４
未

満
の
超
短
鎖
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
分

子
が
小
さ
く
極
性
が
高
い
た

め
、
従
来
の
逆
相
液
体
ク
ロ

マ
ト
グ
ラ
フ
は
保
持
が
不
十

分
で
、
検
出
感
度
や
定
量
精

度
の
確
保
が
難
し
い
と
さ
れ

る
。
レ
ス
テ
ッ
ク
は
今
回
、

　

日
建
設
計
14
日
、
都
市
の

み
ど
り
が
人
の
行
動
や
体
験

に
与
え
る
影
響
を
評
価
・
可

視
化
す
る
手
法
「
み
ど
り
の

も
の
さ
し
社
会
価
値
編
」
を

策
定
し
た
と
発
表
し
た
。
建

築
・
土
木
の
設
計
監
理
や
都

市
デ
ザ
イ
ン
、
関
連
す
る
調

査
・
企
画
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
手
掛
け
る
日
建
設
計

が
、人
流
デ
ー
タ
や
緑
視
率
、

来
訪
者
デ
ー
タ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

デ
ー
タ
な
ど
を
活
用
し
、
都

市
の
み
ど
り
の
社
会
価
値
を

定
量
的
に
捉
え
る
。

　

評
価
指
標
は
「
交
流
・
滞

在
の
増
加
」「
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
向
上
」「
ま
ち
の

回
遊
性
促
進
」「
地
域
魅
力

度
の
向
上
」「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向

上
」
の
５
項
目
。
都
市
の
み

ど
り
の
価
値
は
こ
れ
ま
で
定

済
み
排
水
は
１
１
１
３
㌨

㌘
、
病
院
排
水
が
13
万
１
２

０
０
㌨
㌘
な
ど
と
な
っ
た
。

性
的
に
語
ら
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
人
の
行
動
や
体

験
に
表
れ
る
変
化
を
観
測

デ
ー
タ
か
ら
複
数
の
視
点
で

評
価
し
、
み
ど
り
の
計
画
・

整
備
や
運
営
・
管
理
、
都
市

計
画
や
ま
ち
づ
く
り
の
意
思

決
定
へ
の
活
用
を
目
指
す
。

　

同
社
は
手
法
を
、
都
市
公

園
を
中
核
と
す
る
大
規
模
複

合
開
発
「
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン

大
阪
」
に
適
用
し
た
。
公
園

内
の
人
流
を
分
析
し
た
結

果
、
う
め
き
た
公
園
の
ノ
ー

ス
ヒ
ル
周
辺
、
ス
テ
ッ
プ
プ

ラ
ザ
、
芝
生
広
場
、
大
屋
根

施
設
な
ど
で
滞
在
が
多
く
、

休
憩
や
食
事
、
会
話
、
遊
び
、

花
見
な
ど
の
活
動
が
確
認
さ

れ
た
。
都
市
の
み
ど
り
が
多

様
な
滞
在
や
交
流
を
支
え
る

場
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ

と
が
示
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
緑
視
率
と
滞
在
状

況
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
緑

視
率
30
％
以
上
の
エ
リ
ア
で

は
、
平
日
・
休
日
と
も
に
滞

在
者
が
多
い
傾
向
が
確
認
さ

れ
た
。
公
園
を
起
点
と
す
る

回
遊
行
動
で
は
、
開
業
後
に

梅
田
周
辺
の
回
遊
範
囲
が
広

が
り
、
多
様
な
年
代
・
性
別

の
来
訪
者
が
周
辺
商
業
地
ま

で
移
動
し
て
い
た
。

　
「
社
会
価
値
編
」
は
環
境
・

社
会
・
経
済
の
３
側
面
か
ら

都
市
の
み
ど
り
の
価
値
を
捉

え
る「
み
ど
り
の
も
の
さ
し
」

の
第
２
弾
。
２
０
２
４
年
発

表
の
「
環
境
価
値
編
」
に
続

く
も
の
で
、
同
社
は
今
後
、

経
済
活
動
や
不
動
産
価
値
、

生
産
性
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
対
象
と
す
る
「
経
済

価
値
編
」
の
策
定
も
進
め
、

都
市
の
み
ど
り
の
価
値
を
総

合
的
に
評
価
す
る
枠
組
み
の

構
築
を
目
指
す
。

「
水
な
し
印
刷
」
を

差
別
化
の
武
器
に

　

１
９
３
５
年
創
業
の
日
精

ピ
ー
ア
ー
ル
が
大
き
な
舵
を

切
っ
た
の
は
２
０
０
７
年
。

当
時
の
印
刷
業
界
は
、
２
０

０
０
年
代
初
頭
か
ら
の
デ
ジ

タ
ル
シ
フ
ト
に
よ
り
、
市
場

が
右
肩
下
が
り
に
転
じ
た
過

渡
期
に
あ
っ
た
。
こ
の
閉
塞

感
を
打
破
す
べ
く
、
父
で
あ

る
先
代
社
長
が
下
し
た
決
断

が
「
水
な
し
印
刷
」
の
導
入
。

　
「
水
な
し
印
刷
」
は
、
従

来
の
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
不

可
欠
だ
っ
た
「
湿
し
水
（
有

害
な
化
学
物
質
を
含
む
水
）」

を
一
切
使
用
し
な
い
。
そ
の

た
め
廃
液
を
大
幅
に
削
減
で

き
、
大
気
中
へ
の
揮
発
性
有

機
化
合
物
（
Ｖ
Ｏ
Ｃ
）
の
排

出
を
抑
制
で
き
る
。し
か
し
、

導
入
へ
の
ハ
ー
ド
ル
は
高

い
。
工
場
内
の
温
度
・
湿
度

を
厳
密
に
管
理
し
、
水
を
使

わ
な
い
こ
と
で
発
生
し
や
す

く
な
る
静
電
気
を
制
御
す
る

に
は
、
高
度
な
運
用
ノ
ウ
ハ

ウ
と
設
備
投
資
が
不
可
欠
だ

か
ら
だ
。

　

全
国
に
約
２
万
社
あ
る
印

刷
会
社
の
中
で
、
水
な
し
印

刷
を
採
用
し
て
い
る
の
は
わ

ず
か
１
０
０
社
程
度
に
過
ぎ

な
い
。
大
学
卒
業
後
、
保
険

自 然 関 連
財 務 情 報

食
用
油
由
来
ナ
フ
サ
を
製
造

し
、
コ
ス
モ
石
油
が
マ
ス
バ

ラ
ン
ス
方
式
で
供
給
す
る
。

丸
善
石
油
化
学
は
基
礎
化
学

品
を
製
造
し
宇
部
丸
善
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
は
ポ
リ
エ
チ
レ
ン

の
製
造
と
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
へ
の
展
開
を
担
う
。

　

受
け
渡
し
は
Ｉ
Ｃ
Ｓ
Ｓ 

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
認
証
に
基
づ
く
マ

ス
バ
ラ
ン
ス
方
式
で
実
施
す

る
。
４
社
は
今
後
、
供
給
量

の
拡
大
と
用
途
開
発
を
進

め
、
化
学
、
繊
維
、
包
装
な

ど
幅
広
い
分
野
の
脱
炭
素
化

や
、
国
産
バ
イ
オ
資
源
の
利

活
用
拡
大
に
つ
な
げ
る
考

え
。

　

Ｓ
Ａ
Ｆ
製
造
装
置
は
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総

合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）

の
助
成
事
業
と
し
て
２
０
２

１
年
に
採
択
さ
れ
た
取
り
組

み
の
一
環
で
、
24
年
12
月
に

完
工
。
25
年
度
か
ら
生
産
を

開
始
し
て
い
る
。
今
回
活
用

す
る
ナ
フ
サ
に
つ
い
て
も
持

続
可
能
な
製
品
に
関
す
る
国

際
認
証
制
度
の
認
証
を
取
得

し
て
い
る
。

　

環
境
省
は
15
日
、
令
和
8

年
度
の
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
取
扱
状

況
等
調
査
業
務
」に
つ
い
て
、

価
格
と
技
術
提
案
を
組
み
合

わ
せ
て
落
札
者
を
決
め
る
総

合
評
価
落
札
方
式
の
一
般
競

争
入
札
を
公
告
し
た
。
国
内

外
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
の
利
用
状
況

や
代
替
状
況
を
調
べ
産
業
・

用
途
・
機
能
別
と
化
学
物
質

別
に
整
理
す
る
。

　

提
案
書
の
提
出
期
限
は
10

月
５
日
。
入
札
・
開
札
は
同

13
日
を
予
定
す
る
。

　

米
環
境
保
護
庁（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

が
ま
と
め
た
複
数
産
業
の
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
調
査
報
告
書
、
欧
州

化
学
品
庁
（
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ａ
）
の

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
利
用
マ
ッ
ピ
ン

グ
、経
済
協
力
開
発
機
構（
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と
代

替
物
質
に
関
す
る
報
告
書
を

対
象
に
調
査
す
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
の
調
査
対
象
は
、
塗
料
・

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ワ
ニ
ス
、

油
圧
油
・
潤
滑
剤
、
化
粧
品
、

紙
・
板
紙
製
食
品
包
装
な
ど

の
用
途
に
及
ぶ
。

　

国
内
調
査
で
は
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発

機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
が
実
施

し
た
国
内
外
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
関

連
技
術
動
向
調
査
の
成
果
報

告
書
を
は
じ
め
、
関
係
団
体

や
企
業
の
公
表
情
報
を
収
集

す
る
。
23
年
に
欧
州
域
内
の

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
規
制
案
に
対
し
て

提
出
さ
れ
た
日
本
か
ら
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
も

対
象
と
す
る
。

　

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
エ
コ
シ
ス
テ
ム

は
11
日
、
自
社
で
提
案
し
た

「
電
動
車
駆
動
モ
ー
タ
ー
を

対
象
と
し
た
レ
ア
ア
ー
ス
磁

石
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
の
実
証

事
業
」
が
、
環
境
省
の
今
年

度
事
業
に
採
択
さ
れ
た
と
発

表
し
た
。

　

電
動
車
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
関
連
機
器
の
普
及
に

伴
い
、
駆
動
モ
ー
タ
ー
な
ど

に
使
わ
れ
る
ネ
オ
ジ
ム
磁
石

を
は
じ
め
と
す
る
レ
ア
ア
ー

ス
資
源
の
需
要
は
高
ま
っ
て

い
る
。
一
方
、
資
源
の
偏
在

に
よ
る
調
達
リ
ス
ク
へ
の
対

応
や
、
使
用
済
み
製
品
か
ら

の
国
内
循
環
が
課
題
と
な
る
。

　

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
エ
コ
は
こ
れ
ま

で
、
使
用
済
み
家
電
製
品
の

モ
ー
タ
ー
か
ら
レ
ア
ア
ー
ス

磁
石
を
回
収
す
る
技
術
の
開

発
・
実
証
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
今
回
の
事
業
で
は
、
電

動
車
の
普
及
拡
大
に
伴
っ
て

発
生
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
廃
車
由
来
の
駆
動
モ
ー

タ
ー
に
対
象
を
広
げ
る
。

　

調
査
結
果
を
製
造
・
使
用

方
法
、
製
造
や
代
替
の
現
状

と
変
遷
、
化
学
物
質
名
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
報
告
書
に
取

り
ま
と
め
る
。
環
境
省
は
国

際
的
に
製
造
な
ど
が
規
制

さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
や
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
な
ど
「
レ
ガ
シ
ー
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
」
に
つ
い
て
も
、
環

境
中
の
存
在
状
況
や
環
境
へ

の
排
出
可
能
性
を
把
握
す
る

た
め
、
取
扱
状
況
に
関
す
る

基
礎
情
報
を
収
集
・
整
理
す

る
。

犬
山
城
の
天
守
と
歴
史
的
な
町
屋
が
残
る
城
下
町

　

東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
を
拠
点
に
地
域
の
中
小
企
業
の
経
営
課
題
に
寄
り
添
う
西
武

信
用
金
庫
（
東
京
都
中
野
区
）。
同
金
庫
は
、
融
資
先
へ
の
伴
走
支
援
の
み
な
ら
ず
、

環
境
問
題
な
ど
の
社
会
的
課
題
解
決
に
取
り
組
む
企
業
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る
。
本
連
載
で
は
、
同
金
庫
の
取
引
先
の
中
か
ら
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
経
営

を
実
践
す
る
「
環
境
力
」
の
あ
る
企
業
・
経
営
者
を
紹
介
す
る
。
今
回
は
、
環
境
に
配

慮
し
た
印
刷
を
中
核
に
顧
客
の
販
売
促
進
を
支
援
す
る
「
環
境
配
慮
型
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
企
業
」
へ
と
発
展
し
て
い
る
日
精
ピ
ー
ア
ー
ル
（
東
京
都
千
代
田
区
）
の
中
村
慎
一

郎
社
長
に
話
を
聞
い
た
。

　

自
然
関
連
財
務
情
報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス
（
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
）
は
21
日
、
２
０
２
６
年

の
状
況
報
告
書
を
発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
23
年
９
月
の
最
終
提
言
に
沿
っ
た
開

示
を
公
表
し
て
い
る
組
織
は
56
カ
国
・
地
域
の
１
千
超
で
、
前
年
に
比
べ
倍
増
し
て
い

る
。
ま
た
、
運
用
資
産
が
26
・
６
兆
米
㌦
を
抱
え
る
金
融
機
関
を
含
む
８
０
０
以
上
の

組
織
が
、
提
言
に
沿
っ
た
情
報
開
示
を
約
束
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
提

言
の
発
表
か
ら
３
年
が
経
ち
、
自
然
関
連
の
考
慮
事
項
が
ビ
ジ
ネ
ス
や
財
務
の
意
思
決

定
に
組
み
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
一
方
、
企
業
や

投
資
家
な
ど
今
回
の
調
査
回
答
者
の
70
％
以
上
が
、
義
務
的
な
報
告
基
準
の
確
実
性
と

一
貫
性
を
求
め
て
い
る
ほ
か
、
投
資
家
の
50
％
以
上
が
、
こ
れ
ら
の
報
告
要
件
を
「
昆

明
―
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
世
界
枠
組
み
」
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
15
に
合
わ
せ
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
な
ど
と
し
て
い
る
。

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
経
営
の
伴
走
者
～
西
武
信
金
と
歩
む「
環
境
力
」企
業
～（
４
）

日
精
ピ
ー
ア
ー
ル
代
表
取
締
役
社
長 

中
村
慎一郎
氏
に
聞
く

印
刷
、
ウ
ェ
ブ
・
動
画
制
作
、

ノ
ベ
ル
テ
ィ
や
記
念
品
・
物

販
品
の
製
造
、
イ
ベ
ン
ト
ま

で
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
手
掛

け
る
同
社
は
、
顧
客
の
「
想

い
」
を
具
体
的
な
形
や
価
値

へ
と
変
え
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
企
業
へ
進
化
し
て
い
る
。

環
境
対
応
は
避
け
て

通
れ
な
い
「
投
資
」

　

こ
う
し
た
同
社
の
挑
戦
を

伴
走
支
援
し
て
い
る
の
が
西

武
信
用
金
庫
。
人
材
採
用
や

研
修
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
と
い
っ
た
面
で
同
金
庫
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
用
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
同
社
が
奨
励

賞
を
受
賞
し
た「
経
営
者『
環

境
力
』
大
賞
」（
環
境
文
明

21
主
催
）
に
推
薦
し
た
の
は

同
金
庫
だ
。

　

中
村
氏
は
、「
環
境
対
応

は
『
コ
ス
ト
』
で
は
な
く
、

未
来
へ
の
『
投
資
』。
取
引

先
か
ら
選
ば
れ
続
け
、
事
業

を
拡
大
す
る
た
め
に
、
こ
れ

は
避
け
て
通
れ
な
い
」
と
語

る
。

　

か
つ
て
は
「
コ
ス
ト
が
か

か
る
」
と
敬
遠
さ
れ
て
き
た

環
境
対
応
に
、
退
路
を
断
っ

て
邁
進
し
て
き
た
同
社
だ
け

に
、
こ
の
言
葉
に
は
重
み
が

あ
る
。

�

（
聞
き
手
・
野
田
宜
践
）

退路を断ち、環境配慮印刷を強みに
「プロモーション企業」へさらなる進化

法大・山形氏に
最優秀発表賞
環境科学会

ＳＡＦ併産ナフサ
廃食用油由来、化学品原料に

コスモなど４社

過
し
た
。
水
系
移
動
相
に
10

㍉
モ
ル
ギ
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

と
０
・
１
％
ギ
酸
を
含
む
水
、

有
機
移
動
相
に
ア
セ
ト
ニ
ト

リ
ル
と
イ
ソ
プ
ロ
パ
ノ
ー
ル

の
95
対
５
混
合
液
お
よ
び

０
・
１
％
ギ
酸
を
用
い
、
流

速
０
・
３
㍉
㍑
／
分
、
負
イ

オ
ン
化
モ
ー
ド
で
測
定
し

た
。
標
準
試
料
の
分
析
サ
イ

ク
ル
は
５
分
、
水
道
水
、
ボ

ト
ル
入
り
水
、
排
水
な
ど
の

実
試
料
で
は
マ
ト
リ
ッ
ク
ス

抑
制
を
避
け
る
た
め
７
分
と

し
た
。

　

検
量
線
は
対
象
成
分
に
応

じ
て
１
㍑
当
た
り
２
・
５
～

８
０
０
㌨
㌘
な
ど
の
範
囲
で

作
成
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

全
て
の
対
象
成
分
で
決
定
係

数
が
０
・
９
９
５
以
上
、
偏

差
20
％
未
満
と
な
り
、
直
線

性
は
許
容
範
囲
だ
っ
た
。
水

道
水
、
ボ
ト
ル
入
り
湧
水
、

処
理
済
み
排
水
に
１
㍑
当
た

り
25
、
50
、
１
７
５
㌨
㌘
を

添
加
し
た
試
験
で
は
、
回
収

率
は
86
・
６
～
１
０
７
％
、

相
対
標
準
偏
差
は
１
・
62
～

10
・
７
％
だ
っ
た
。

　

実
試
料
の
測
定
で
は
水
道

水
の
Ｔ
Ｆ
Ａ
濃
度
が
１
㍑
当

た
り
１
１
７
～
５
２
０
㌨

㌘
、
ボ
ト
ル
入
り
湧
水
が
１

０
２
～
３
６
８
㌨
㌘
だ
っ

た
。
非
飲
料
水
で
は
、
処
理

０
０
の
組
織
が
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
に

沿
っ
た
第
３
世
代
の
報
告
書

を
発
表
し
て
お
り
、
自
然
関

連
の
報
告
手
法
の
成
熟
度
が

高
ま
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
調
査
対
象
の
投
資

家
の
１
０
０
％
が
自
然
の
損

失
が
金
融
市
場
に
与
え
る
影

響
を
懸
念
し
て
お
り
、
59
％

が
自
然
を
組
織
の
最
も
重
要

な
３
つ
の
持
続
可
能
性
ト

ピ
ッ
ク
に
ラ
ン
ク
付
け
し
て

い
る
ほ
か
、
調
査
回
答
者
の

70
％
以
上
が
自
然
関
連
の
報

告
義
務
化
に
よ
る
確
実
性
の

向
上
を
支
持
し
、
今
後
１
～

３
年
以
内
に
導
入
さ
れ
る
こ

と
を
望
ん
で
い
る
。

　

さ
ら
に
、
回
答
者
の
76
％

が
自
然
関
連
課
題
の
「
Ｌ
Ｅ

Ａ
Ｐ
評
価
」
を
実
施
中
で
あ

り
、
評
価
実
践
の
成
熟
度
が

高
ま
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
投
資
家
の
56
％
が
す

で
に
自
然
関
連
投
資
の
機
会

を
探
る
か
資
金
を
投
入
し
て

お
り
、
74
％
は
今
後
５
年
間

で
自
然
関
連
の
資
金
調
達
が

２
～
５
倍
に
大
幅
増
加
す
る

と
予
想
し
て
い
る
ほ
か
、
投

資
家
の
74
％
は
セ
ク
タ
ー
ご

と
の
指
標
も
重
要
と
考
え
て

い
る
。

　

一
方
、
今
回
の
調
査
結
果

は
、
投
資
家
が
自
然
損
失
を

潜
在
的
な
重
大
な
財
務
リ
ス

ク
の
源
と
し
て
認
識
し
、
物

理
的
リ
ス
ク
等
へ
の
懸
念
が

移
行
リ
ス
ク
よ
り
も
優
先
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｐ
評
価
ア

プ
ロ
ー
チ
が
資
本
配
分
や

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
構
築
の
意

思
決
定
に
先
立
ち
、
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
や
リ
ス
ク
管

理
活
動
に
有
用
で
あ
る
ほ
か
、

投
資
家
が
レ
ポ
ー
ト
利
用
者

と
し
て
、
ま
た
企
業
や
金
融

機
関
が
世
界
的
に
一
貫
し
た

自
然
関
連
報
告
要
件
を
、
報

告
書
作
成
者
と
し
て
強
く
支

持
し
て
い
る
と
し
て
い
る
。

　

今
回
の
報
告
書
を
受
け
、

Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
の
シ
ニ
ア
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
で
あ
る
ポ
ー
ル
マ
ン

元
英
ユ
ニ
リ
ー
バ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、

「
市
場
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

ま
す
ま
す
明
確
に
な
っ
て
い

る
。
自
然
の
損
失
は
金
融
リ

ス
ク
で
あ
り
、
自
然
の
回
復

力
は
企
業
の
回
復
力
に
不
可

欠
で
あ
る
。
開
示
は
あ
く
ま

で
出
発
点
に
過
ぎ
な
い
。
次

の
ス
テ
ッ
プ
は
、
市
場
間
で

一
貫
性
、
比
較
可
能
性
、
信

頼
を
提
供
す
る
強
力
な
政
策

支
援
と
義
務
的
な
報
告
義
務

の
導
入
で
あ
る
」
と
強
調
し

て
い
る
。

７
～
８
月
に
調
査
さ
れ
た
５

０
０
社
以
上
の
市
場
参
加
者

の
見
解
と
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
企

業
報
告
の
分
析
を
、
主
要
な

市
場
デ
ー
タ
サ
ー
ビ
ス
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
の
デ
ー
タ
と
組
み

合
わ
せ
て
検
証
し
た
結
果
に

基
づ
く
も
の
。
具
体
的
に
は
、

ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
や
Ｃ
Ｄ
Ｐ
、

ロ
ン
ド
ン
証
券
取
引
所
グ

ル
ー
プ
、
金
融
情
報
会
社
の

Ｍ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
、
デ
ー
タ
・
分
析

会
社
のNeural Alpha

の
デ
ー

タ
を
Ａ
Ｉ
分
析
し
て
い
る
。

　

報
告
書
に
よ
る
と
、
約
１

　

Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
は
、
Ｇ
20
の
21

年
「
持
続
可
能
な
金
融
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
」
で
戦
略
的
優
先

事
項
位
置
付
け
ら
れ
て
同
年

に
発
足
。
気
候
関
連
財
務
情

報
開
示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス（
Ｔ

Ｃ
Ｆ
Ｄ
）
と
同
様
に
、
市
場

主
導
型
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
と

し
て
設
立
さ
れ
、
市
場
参
加

者
な
ど
に
対
し
、
気
候
以
外

の
自
然
を
ど
の
よ
う
に
評
価
、

管
理
、
報
告
す
べ
き
か
に
つ

い
て
提
言
と
指
針
を
提
供
し

て
い
る
。

　

今
回
の
報
告
書
は
、
26
年

　

政
府
は
11
日
、「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を

定
め
る
政
令
」
と
「
廃
棄
物

の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
施
行
令
の
一
部
を
改
正

す
る
政
令
」
を
閣
議
決
定
し

た
。
第
２
２
１
回
国
会
で
成

立
し
た
改
正
法
の
施
行
に
伴

う
も
の
で
非
常
災
害
廃
棄
物

の
適
正
か
つ
円
滑
・
迅
速
な

処
理
に
必
要
な
規
定
を
整
備

す
る
。

　

改
正
で
市
町
村
か
ら
処
理

を
受
託
し
た
事
業
者
な
ど

が
、
非
常
災
害
廃
棄
物
の
収

集
、
運
搬
、
処
分
、
再
生
を

他
人
に
再
委
託
・
再
々
委
託

す
る
際
の
基
準
を
整
備
す

る
。
特
別
管
理
一
般
廃
棄
物

に
当
た
る
非
常
災
害
廃
棄
物

に
つ
い
て
も
同
様
の
規
定
を

設
け
る
。

　

ま
た
非
常
災
害
で
損
壊
し

た
建
物
か
ら
生
じ
る
廃
棄
物

を
処
理
す
る
施
設
の
う
ち
、

生
活
環
境
へ
の
支
障
が
生
じ

る
恐
れ
が
少
な
い
施
設
に
つ

い
て
、
生
活
環
境
影
響
調
査

の
結
果
を
記
載
し
た
書
類
の

添
付
を
省
略
し
て
届
け
出
ら

れ
る
特
例
の
対
象
を
定
め
る
。

対
象
と
な
る
処
理
方
法
は
廃

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
切
断
、

紙
く
ず
の
破
砕
、
繊
維
く
ず

の
破
砕
ま
た
は
切
断
、
ガ
ラ

ス
く
ず
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く

ず
・
陶
磁
器
く
ず
の
破
砕
な

ど
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
破
片

な
ど
は
、
発
生
か
ら
最
終
処

分
ま
で
の
工
程
途
中
で
分
別

す
る
方
法
を
対
象
と
す
る
。

　

さ
ら
に
非
常
災
害
廃
棄
物

の
処
分
の
た
め
の
最
終
処
分

場
の
設
置
者
を
指
定
す
る
制

度
に
つ
い
て
、
指
定
の
更
新

期
間
を
５
年
と
す
る
。

　

施
行
令
改
正
案
に
当
た
り

７
月
24
日
か
ら
８
月
23
日
ま

で
意
見
募
集
を
実
施
し
、
今

回
、そ
の
結
果
も
公
表
し
た
。

Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
が

26
年
報
告
書

　

分
析
機
器
・
消
耗
品
メ
ー

カ
ー
の
Ｒ
ｅ
ｓ
ｔ
ｅ
ｋ
（
東

京
都
中
央
区
、レ
ス
テ
ッ
ク
）

は
、
飲
料
水
や
非
飲
料
水
に

含
ま
れ
る
炭
素
鎖
が
Ｃ
１
～

Ｃ
４
と
短
い
超
短
鎖
・
短
鎖

の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
）
を
定
量
す
る
液
体

ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
タ
ン
デ
ム

質
量
分
析
計
（
Ｌ
Ｃ
‐
Ｍ
Ｓ

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｃ

／
イ
オ
ン
交
換
機
能
を
持
つ

「Raptor Polar X

」
カ
ラ
ム

と
ト
リ
プ
ル
四
重
極
質
量
分

析
計
を
組
み
合
わ
せ
、
ト
リ

フ
ル
オ
ロ
酢
酸
（
Ｔ
Ｆ
Ａ
）、

ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
プ
ロ
パ
ン
酸

（
Ｐ
Ｆ
Ｐ
ｒ
Ａ
）、
ペ
ル
フ
ル

オ
ロ
ブ
タ
ン
酸（
Ｐ
Ｆ
Ｂ
Ａ
）

な
ど
、
Ｃ
１
～
Ｃ
４
の
Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
を
対
象
に
分
析
条
件
を

最
適
化
し
た
。

　

分
析
で
は
試
料
の
前
処
理

を
簡
略
化
す
る
直
接
注
入

ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
採
用
。
水

道
水
や
ボ
ト
ル
入
り
水
は
ろ

過
せ
ず
に
使
用
し
、
排
水
は

シ
リ
ン
ジ
フ
ィ
ル
タ
ー
で
ろ

　

法
政
大
学
大
学
院
公
共
政
策

研
究
科
（
杉
野
誠
研
究
室
）
修

士
課
程
２
年
の
山
形
優
斗
氏

が
、
環
境
科
学
会
２
０
２
６
年

会
に
お
い
て
最
優
秀
発
表
賞

（
富
士
電
機
賞
）
を
受
賞
し
た
。

受
賞
対
象
は
「
数
理
最
適
化
を

用
い
た
廃
プ
ラ
ケ
ミ
カ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
施
設
の
最
適
配
置
モ
デ

ル
の
実
証
」。
既
存
の
廃
棄
物

処
理
制
度
に
と
ら
わ
れ
な
い
新

た
な
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
、
最
適
解
の
一
例
を

数
理
モ
デ
ル
で
提
示
し
た
。
実

証
分
析
に
お
い
て
は
、
最
適
化

に
よ
り
既
存
の
枠
組
み
よ
り
も

社
会
的
コ
ス
ト
を
抑
制
で
き
る

可
能
性
に
言
及
す
る
な

ど
、
今
後
の
廃
棄
物
政

策
の
あ
り
方
に
一
石
を

投
じ
た
。

　

な
お
、同
大
会
で
は
、

環
境
庁
Ｏ
Ｂ
で
同
大
名

誉
教
授
の
藤
倉
良
氏
も

今
年
度
の
「
学
会
賞
」

を
受
賞
し
て
お
り
、
法

大
関
係
者
の
活
躍
が

光
っ
た
。

山形氏（左）と杉野教授

　

コ
ス
モ
石
油
と
丸
善
石
油

化
学
、
宇
部
丸
善
ポ
リ
エ
チ

レ
ン
、
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｅ 

Ｓ
Ｋ
Ｙ 

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ
の

４
社
は
17
日
、
コ
ス
モ
石
油

堺
製
油
所
（
大
阪
府
）
内
の

持
続
可
能
な
航
空
燃
料
（
Ｓ

Ａ
Ｆ
）
製
造
工
程
で
併
産
さ

れ
る
廃
食
用
油
由
来
の
ナ
フ

サ
の
活
用
を
始
め
た
と
発
表

し
た
。
Ｓ
Ａ
Ｆ
の
連
産
品
を

化
学
品
原
料
と
し
て
利
用

し
、
原
料
か
ら
最
終
製
品
ま

で
の
低
炭
素
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
構
築
を
目
指
す
。

　

Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｆ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｅ 

Ｓ

Ｋ
Ｙ 

Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ
が
廃

　

神
奈
川
大
学
理
学
部
の
堀

久
男
教
授
ら
の
研
究
グ
ル
ー

プ
は
、
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
に
つ
い
て
、

分
解
・
無
害
化
技
術
の
約
25

年
に
わ
た
る
研
究
動
向
を
総

括
し
た
総
説
論
文
を
発
表
し

た
。
研
究
成
果
を
８
月
に
英

国
王
立
化
学
会
の
専
門
誌

「Chemical Communica
tions

」
電
子
版
に
掲
載
し

た
。

　

論
文
で
は
２
０
０
０
年
代

前
半
か
ら
現
在
ま
で
に
報
告

さ
れ
た
世
界
の
研
究
成
果
を

俯
瞰
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
分
解
に
関

す
る
研
究
論
文
は
数
千
件
に

上
り
、
そ
の
一
部
の
物
質
の

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
だ
け
で
も
１
千
件

を
超
え
る
と
整
理
し
た
。
過

去
に
多
く
使
用
さ
れ
て
い
た

レ
ガ
シ
ー
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
や
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
な
ど
）
の

水
中
で
の
状
況
に
つ
い
て
、

過
硫
酸
酸
化
、超
音
波
酸
化
、

光
化
学
分
解
、
電
気
化
学
酸

化
、
プ
ラ
ズ
マ
照
射
、
超
臨

界
水
・
亜
臨
界
水
酸
化
な
ど
、

効
果
的
な
処
分
方
法
を
列
挙

し
、
実
用
化
の
状
況
や
課
題

を
ま
と
め
た
。
一
部
の
技
術

は
欧
米
で
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

企
業
に
よ
る
実
用
化
が
進
む

一
方
、
微
生
物
分
解
は
初
期

段
階
に
あ
る
と
い
う
。

　

研
究
対
象
は
近
年
、
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
や
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
な
ど
の
小

分
子
か
ら
、
化
学
プ
ラ
ン
ト

の
配
管
や
パ
ッ
キ
ン
、
燃
料

ホ
ー
ス
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
の
バ
イ
ン
ダ
ー
な
ど
に

使
わ
れ
る
フ
ッ
素
ポ
リ
マ
ー

に
も
広
が
っ
て
い
る
。
ポ
リ

フ
ッ
化
ビ
ニ
リ
デ
ン
（
Ｐ
Ｖ

Ｄ
Ｆ
）
な
ど
は
、
亜
臨
界
水

反
応
や
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム

溶
融
反
応
、
ア
ル
カ
リ
試
薬

を
使
っ
た
メ
カ
ノ
ケ
ミ
カ
ル

反
応
に
よ
っ
て
、
フ
ッ
化
物

イ
オ
ン
ま
で
分
解
で
き
る
例

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

分
解
で
生
じ
た
フ
ッ
化
物

イ
オ
ン
を
水
酸
化
カ
ル
シ
ウ

ム
と
反
応
さ
せ
、
原
料
の

フ
ッ
化
カ
ル
シ
ウ
ム
（
人
工

蛍
石
）
と
し
て
再
生
す
る
技

術
の
ほ
か
、試
薬
や
医
薬
品
、

農
薬
な
ど
の
有
用
な
化
合
物

に
変
換
す
る
ア
ッ
プ
サ
イ
ク

ル
研
究
も
進
ん
で
い
る
。
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
の
処
理
に
と
ど
ま
ら

ず
、
フ
ッ
素
を
資
源
と
し
て

循
環
利
用
す
る
研
究
の
方
向

性
を
示
す
。

　

一
方
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
な
ど
よ

り
分
子
量
の
小
さ
い
短
鎖
化

合
物
の
処
理
は
な
お
大
き
な

課
題
と
し
て
残
る
と
指
摘
す

る
。
水
中
の
ト
リ
フ
ル
オ
ロ

酢
酸
（
Ｔ
Ｆ
Ａ
）
は
多
く
の

分
解
技
術
で
処
理
が
難
し

く
、
効
果
的
な
無
機
化
が
可

能
な
方
法
は
光
化
学
反
応
と

亜
臨
界
水
反
応
に
限
ら
れ
る

と
整
理
し
た
。

　

ま
た
フ
ッ
素
ポ
リ
マ
ー
の

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
で
は
、
高

温
条
件
や
金
属
ナ
ト
リ
ウ
ム

な
ど
危
険
な
試
薬
が
必
要
と

な
る
場
合
が
あ
り
、
よ
り
穏

や
か
な
条
件
で
進
め
ら
れ
る

反
応
技
術
の
開
発
が
求
め
ら

れ
る
と
し
て
い
る
。

都
市
の
み
ど
り
の
社
会
価
値
を
可
視
化

�

日
建
設
計 「
グ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
大
阪
」で
検
証

レ
ア
ア
ー
ス
磁
石
リ
サ
イ
ク
ル
を
実
証
開
始

�

電
動
車
駆
動
モ
ー
タ
ー
、環
境
省
事
業
に
採
択

ＤＯＷＡエコ


